
Heart to Heart

清水
事務局

長の

 ハー
ト・トゥ・ハート

vol.8

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
と
連
携
強
化
を

は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

「
力
と
政
策
」を
強
化
し
、　
　
　
　
　
　

連
合
ビ
ジ
ョ
ン「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
」の
実
現
を
!

連
合
は
、
2
0
1
3
年
第
13
回
定
期
大
会
で「
連

合
の
政
治
方
針
」を
改
訂
し
、
政
治
理
念
を「
労
働
組

合
の
使
命
と
し
て
、
主
権
在
民
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
、
恒
久
平
和
を
基
調
と
す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念

に
沿
い
、
労
働
基
本
権
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
、
自

由
、
平
等
、
民
主
主
義
を
擁
護
し
、
社
会
的
公
正
・

第
17
期
後
半
年
度
の
連
合
運
動
を

推
進
し
よ
う
!

光
陰
矢
の
如
し
…
月
日
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、

事
務
局
長
と
な
っ
て
ま
も
な
く
1
年
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10
月
か
ら
始
ま
る
第
17
期
の
後
半
年
度（
23
年
度
）

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
・
経
済
活
動
の
制
約
が

長
引
く
中
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
高
ま

る
世
界
情
勢
不
安
や
物
価
高
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
局
面
で
の
運
動
の
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
、
中
小
企
業
で
働
く
人
、
パ
ー
ト
・
有
期
・

派
遣
契
約
で
働
く
人
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、「
曖
昧
な
雇

用
」で
働
く
人
、
そ
し
て
女
性
、
外
国
人
な
ど
、
多
く

の
働
く
仲
間
が
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
賃
上
げ
・
格

差
是
正
、
雇
用
と
生
活
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構

築
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
の
推
進
な
ど
、
政

策
・
制
度
実
現
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
持
続
的
な「
人
へ
の
投
資
」と

次
世
代
技
術
の
開
発
、
技
術
・
技
能
伝
承
の
た
め
の

人
財
の
確
保
も
重
要
で
あ
り
、
D‌

X
や
G‌

X
へ
の
対

応
が
急
が
れ
る
中
、
グ
リ
ー
ン
で
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
な

付
加
価
値
の
高
い
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く「
公
正
な

移
行
」を
実
現
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

連
合
は
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
の「
必
ず
そ
ば
に
い

る
存
在
」と
し
て
、
組
織
内
外
か
ら
の
幅
広
い
理
解
・

共
感
・
参
加
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
新
た
な
運
動
ス

タ
イ
ル
を
構
築
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
構

成
組
織
・
地
方
連
合
会
へ
の
出
前
対
話
活
動
を
通
し

　 　 　 すべての働く仲間の「必ずそばにいる存在」へ
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正
義
を
追
求
し
、
平
和
な
社
会
お
よ
び
男
女
平
等
参

画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
国
の
基
本
政
策
に
関
す
る
姿
勢
に
つ
い
て「
徹

底
的
な
議
論
を
通
じ
た
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く

り
が
必
要
」
と
し
、
憲
法
問
題
や
外
交
・
防
衛
・
経

済
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
連
合
の
求
め
る
政
治
に
つ
い
て「
左

右
の
全
体
主
義
を
排
し
、
民
意
が
適
正
に
反
映
さ
れ

て
、
健
全
な
議
会
制
民
主
主
義
が
機
能
す
る
政
党
政

治
の
確
立
を
求
め
る
」「
労
働
者
や
国
民
の
立
場
を
踏

ま
え
、
生
活
者
を
優
先
す
る
政
治
・
政
策
の
実
現
を

求
め
る
」「
与
野
党
が
互
い
に
政
策
で
切
磋
琢
磨
す
る

政
治
体
制
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
、
政
権
交
代
可
能
な
二
大
政
党
的
体
制
を
め
ざ

す
」
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
連
合
の
政
治
的
役

割
と
し
て「
労
働
者
を
代
表
す
る
社
会
的
組
織
と
し

て『
力
と
政
策
』を
強
化
し
、『
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
』
を
構
築
す
る
手
段
と
し
て
、
政
治
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
」と
明
記
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
の
民
進
党
の
分
裂
以
降
、
特
に
地
方

連
合
会
や
組
合
員
が
苦
慮
す
る
厳
し
い
政
治
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
衆
参
二
つ
の
国
政
選
挙
の
ま
と

め
も
踏
ま
え
て
、
今
一
度「
力
と
政
策
」を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
性
と
包
摂
を
基
底
に
置
い
た

連
合
ビ
ジ
ョ
ン「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会

－

ま
も
る
・
つ
な
ぐ
・
創
り
出
す

－

」
が

持
つ
意
義
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
、
こ
の
1
年
を
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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